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加門美華子

【作家と作品】

1980年 仁川に生まれる。

忠清南道 瑞山育ち。韓国芸術総合学校演劇院 劇作科を卒業。

2002年　短編小説「노크하지 않는 집」で第1回“大山大学文学賞”を受賞。
2003年　「노크하지 않는 집」が季刊誌『創作と批評』春号に発表。

2005年　短編小説集「달려라, 아비」を出版。「노크하지 않는 집」他９作品が収録。
2005年　第38回“韓国日報文学賞”を最年少で受賞。
2007年　短編小説集「침이 고인다」を出版。「칼자국」他８作品が収録。
2008年　「칼자국」で第9回イ･ヒョソク文学賞を受賞。

・これまで短編小説だけを執筆してきた。長編小説は準備中らしい。

・家族は父母と双子の姉。「칼자국」は自伝的小説だが母親は健在。両親は瑞山在住で、父親は理髪店、母親は食堂を経営。

・現在、双子の姉とソウルに在住。原稿を初めて見せるのも姉、添削も姉がしている。

・双子の姉に比べて、積極的で活発で楽天的な性格。
・家族の誰かの「不在」をテーマとした小説が多い。
【「칼자국」について】
“包丁を握って生き抜いた女”である母。その一生を娘の視点で描いた作品。
＜登場人物＞

私…20代の女性。妊娠中でもうすぐ出産予定。
母…“맛나당”という칼국수の食堂を20年以上（“私”が６才の頃から）やっている。脳卒中で亡くなったばかり。
父…建設現場で働く。垢すりおばさんと浮気。

“私”の夫…会社勤め。名字はキム。
＜あらすじ＞

・母の包丁

母が25年以上使ってきた包丁。包丁の柄は何度か変えたが刃は同じで磨り減っている。ほぼ同い年の“私”の成長に、常に寄り添い、思い出が刻み込まれてきた。包丁は5本くらいあったが、칼국수を切る包丁は決まっていた。短気で小言の多い母に口答えをすると包丁を向けるフリをしながら叱られた。
母はよく包丁で手を切った。指3本を切っても血を流しながら仕事した。

母は妊娠中に仁川の市場でこの包丁を買った。流しの包丁売りが「特殊ステンレス製」と言って1500ウォンで売っていたものだった。

・包丁についての“私”の思い出

①８才の頃、忙しい母を不満に感じて家を飛び出した“私”は道端で犬と遭遇する。吠え立てられて悲鳴をあげる。その時、前掛けをして包丁を持ったままの母が現れ、犬を追い払ってくれた。
②“私”が大学に合格してソウルで新生活を始めた時、一緒に買い物に行った母が「包丁を見る目はある」といってドイツ製の包丁を選んでくれた。いつもこの包丁で自炊した。
・両親について

母は若い頃おしゃれで、男性に人気があった。おとなしくて内気なところに惹かれ、30数年前に４才年上の父と結婚した。包丁さばきが素晴らしい母でさえ切れないのが夫婦の縁だった。

父が包丁を握ったのは一度だけだ。借金をめぐって母と口論になり、自殺しようとした時だった。

父は浮気をしていたが、そんな父のためでも母は包丁を握り食事を作ってあげた。
・母の死

母は何年か前から血圧が高く、関節炎だった。その頃から店の周辺の様子も変わり、店の客も減った。母は食堂の台所で味見をしている最中に倒れて亡くなった。
母の葬式の時、“私”は妊娠中で食欲がなかった。出棺の前に“맛나당”に行き、横になって母のことを思った。深夜3時まで眠った。起きて台所に入り、母の包丁を見たとたん、猛烈に食欲がわいた。リンゴをザクザクと切って食べた。
＜어머니と어미＞

「어머니는 좋은 어미다. 어머니는 좋은 여자다. 어머니는 좋은 칼이다. 어머니는 좋은 말이다」（107ページ）
＜침이 고인다＞

「입 안에 침이 고였다」（114ページ）

